
雲
州
往
来
(
明
衡
往
来
)
に
つ
い
て
の
一
老
察
■

『
雲
州
任
来
(
明
衡
往
来
)
』
に
つ
き
、
こ
れ
ま
で
に
、
「
一
古
写
本
」
、
「
二

(
1
)

古
記
録
に
お
け
る
記
事
、
、
「
三
古
筆
切
(
手
本
)
」
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

本
稿
は
、
そ
れ
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

四
注
釈
晝
そ
の
他
に
お
け
る
引
用
と
記
事

注
釈
晝
ま
た
、
類
書
や
辞
書
の
類
に
、
『
雲
州
任
来
(
明
衡
往
来
)
』
の
引

用
や
記
事
の
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
次
に
引
用
し
、
私
見
を
述
べ
よ
う
。

一
身
延
文
器
和
漢
朗
詠
註
抄

こ
の
註
抄
に
つ
い
て
は
山
崎
誠
氏
の
研
究
報
告
が
あ
る
。
そ
れ
に
ょ
れ
ば
、

本
書
は
和
漢
朗
詠
集
の
注
釈
書
で
あ
り
、
形
態
は
桝
型
綴
帖
装
一
帖
(
零
冊
)

で
、
鎌
倉
中
期
の
書
写
に
か
か
る
、
そ
の
編
述
は
、
院
政
末
期
よ
り
鎌
倉
初
期

に
か
け
、
式
家
ゆ
か
り
の
法
相
宗
(
興
福
寺
)
の
学
侶
に
ょ
る
も
の
と
さ
れ

る
0

本
書
に
引
用
さ
れ
た
書
目
は
、
漢
籍
関
係
が
多
い
が
、
若
手
な
が
ら
、
『
日
本

紀
』
『
本
朝
文
粋
』
『
菅
家
後
集
』
『
万
葉
集
』
な
ど
の
国
書
も
引
か
れ
て
お
り
、

教
科
教
育
研
究
論
集
第
六
集
三
 
S
二
三
頁
平
成
四
年
三
月

そ
の
内
に
次
の
一
ケ
条
が
あ
る
。

ノ
ク
ス
タ
マ
ク
ス
タ
マ
プ
サ
ニ

五
月
五
日
薬
玉
、
有
消
息
云
、
薬
玉
(
次
掲
に
つ
き
中
略
)
一
化
1
房
一
云
0

風
俗
通
云
、
(
下
略
)

(
6
オ
)

経
験
上
、
こ
れ
が
『
雲
州
往
来
』
の
一
文
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
判
断
さ

れ
、
そ
の
買
口
頭
で
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
注
釈
の
た
め
に
引
用
さ
れ

た
例
と
し
て
は
、
極
め
て
早
期
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
は
な
は
だ
貴
重
な

用
例
と
な
ろ
う
。
引
用
は
、
二
巻
本
系
の
寛
永
十
九
年
刊
本
で
い
ぇ
ぱ
、
巻
上

の
第
二
三
状
(
五
月
往
状
)
、
三
巻
本
系
の
群
書
類
従
本
で
い
ぇ
ば
、
巻
上
本
の

第
二
三
状
(
同
状
)
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
当
該
部
に
つ
き
、
多
少
の
写
本

.

刊
本
と
と
も
に
掲
出
す
れ
ぱ
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

引
用
文
に
は
「
給
」
字
が
み
ぇ
な
い
。
寛
永
十
九
年
刊
本
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
引
用
は
、
「
薬
玉
L
以
下
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
と
み
る
べ
き
余
地

も
あ
る
。
ま
た
、
「
五
色
之
纓
」
「
又
」
の
字
も
み
ぇ
な
い
が
、
前
者
は
脱
落
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
対
句
の
部
分
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
欠
く
の
は
適
当
で
な

)
0

後
者
は
、
実
憲
本
・
寛
永
十
九
年
刊
本
、
群
書
類
従
本
で
も
同
様
で
あ
り
、

し

三

保

忠

夫

一
一

島
根
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
研
究
室

*



[
当
該
部
]

文
明
十
八
年
本

永
正
二
年
本

実
憲
本

明
応
二
年

本
奥
書
本

享
保
二
年
本

寛
永
十
九
年
刊

群
書
類
従
本

ク
ス
タ
マ
ル
ニ
、
ク
ニ
ヲ
ノ
ノ
ヲ
ス
マ
シ
ム
プ
サ
ニ

(
・
:
・
:
有
消
息
云
、
)
薬
玉
一
1
流
作
以
百
草
之
花
一
貫
以
五
色
纏
一
摸
草
虫
形
一
栖
基
化
L
房

云
々

プ
ク
ス
ノ
ル
ニ
シ
ヲ
ヌ
ク
ニ
ス
ィ
ト
ス
チ
ヲ
ヲ
シ
ム
ニ

今
1
朝
自
二
或
所
一
給
二
薬
ー
ミ
一
 
1
流
一
作
以
二
百
1
草
之
花
一
貫
以
二
五
1
色
之
一
纓
一
又
摸
ン
虫
1
形
一
栖
二
其
花
1
房
一
籍
遡

リ
ル
ク
ス
ヲ
ル
ニ
シ
ハ
ク
ヲ
ツ
ラ
ヌ
ク
ニ
ス
ィ
ト
ス
チ
ヲ
ホ
プ
ノ
ヲ
ス
マ
シ
メ
ノ
^
ハ
ナ

今
朝
自
二
或
所
一
賜
二
薬
1
玉
一
流
一
作
以
二
百
草
之
一
化
一
貫
以
二
五
色
之
絲
一
又
摸
苗
形
一
栖
ル
ニ
其
0
 
房
一
花

今
朝
自
或
所
給
薬
玉
一
流
作
以
百
草
之
花
貫
以
五
色
之
纓
模
草
虫
形
栖
其
華
房

ス
マ
シ
ム
ノ
ハ
ナ
プ
サ
ヲ
、

ハ
ル
ク
ス
リ
ウ
ヲ
ッ
ク
ル
ニ
テ
シ
ノ
ヲ
、
ク
ニ
セ
リ
イ
ト
ス
チ
ヲ
ホ
シ
テ
チ
ウ
ノ
カ
タ
チ
ヲ

栖
子
其
花
房
、

今
朝
・
自
二
或
所
一
・
給
二
薬
1
玉
一
1
流
一
・
憎
以
二
百
草
之
花
一
貫
・
以
二
五
1
色
之
纓
一
.
又
摸
一
章
虫
形
一
.

ル
ハ
ル
ク
ス
ヲ
ツ
ク
ル
ニ
テ
シ
ノ
デ
ク
ニ
ス
ノ
イ
ト
ヲ
ホ
シ
テ
ヲ
ス
マ
シ
ム
ノ
プ
サ
ニ

今
朝
自
二
或
所
一
給
二
薬
玉
一
流
一
作
以
二
百
草
之
花
一
貫
以
一
五
色
之
絲
一
又
模
草
1
虫
形
一
栖
二
其
花
房
一ノ

チ
ヲ
ス
マ
シ
ム
ノ
ク
ワ
バ
ウ
ニ

ボ
シ
テ

ノ
イ
ト
ス
ヂ
ヲ

ツ
ク
ル
ニ
テ
シ

ツ
ラ
ヌ
ク
ニ
テ
セ
リ

ル

ク
ス
タ
マ

口

ノ

リ

今
1
朝
自
二
或
1
所
一
薬
1
玉
一
 
1
流
作
以
二
百
1
草
之
花
一
貫
以
二
五
1
色
之
緯
一
模
二
草
1
虫
形
一
栖
二
其
花
房
一

今
朝
自
二
或
所
一
給
二
薬
玉
一
姉
作
以
二
百
草
之
花
一
貫
以
二
五
色
之
纏
模
二
草
虫
形
栖
二
其
花
房
一

意
味
の
あ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
諸
本
間
に
は
、
こ
の
他
"
給
1
賜
」
「
流

1
読
L
「
纓
1
絲
L
「
草
1
四
L
「
花
1
華
」
の
よ
う
な
差
異
が
み
ら
れ
る
が
、

何

分
に
も
引
用
文
が
短
く
、
そ
の
伝
本
系
統
を
探
索
す
る
の
は
容
易
で
な
い
。

(
に
)
(
い
は
く
)

(
あ
る
)

と
こ
ろ
で
、
こ
の
引
用
は
、
「
有
消
息
云
 
L
 
で
始
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
が
単
一
の
書
状
、
あ
る
い
は
、
手
本
の
類
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
で

あ
ろ
う
が
、
注
釈
や
考
証
ご
と
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
そ
う
し
た
も
の
を
利
用

す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
や
は
り
、
そ
れ
な
り
に
ま
と
ま
っ
た
書
物
(
成
書
)
、

消
息
集
の
^
か
ら
の
引
用
に
な
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ

に
は
書
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
編
集
・
編
纂
の
情
況
に
も
よ
る
で
あ
ろ

う
が
、
も
し
、
書
題
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
名
称
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
有
消
息
云
L
 
と
あ
る
の
は
、
書
題
に
関
連
し
て
の
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
も
み
て
き
た
よ
う
に
、
中
世
以
前
に
お
い
て
「
1
消
息
L
 
と
い
う
圭
白

題
を
も
つ
『
圭
云
州
任
来
』
の
伝
本
に
は
、
二
巻
本
系
の
実
憲
本
(
内
題
に
「
明

衡
消
息
L
、
寛
永
十
九
年
刊
本
も
同
じ
)
、
三
巻
本
系
の
好
問
堂
旧
蔵
本
(
外
題

註
抄
(
身
延
文
庫
本
)
が
、
多
く
の
引
用
書
に
ま
じ
っ
て
『
雲
州
任
来
』
を

用
い
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
偶
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
、
引
用

す
る
に
足
る
ほ
ど
、
巷
間
に
ょ
く
出
回
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

二
者
の
間
に
つ
な
が
り
で
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
そ
れ
が
た
と

え
成
書
の
形
を
な
し
て
い
た
と
は
し
て
も
、
消
息
集
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
は
、

当
時
典
拠
と
し
て
の
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

院
政
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
と
い
う
非
常
に
早
い
段
階
に
お
い
て
、
し
か
も
、

に
「
異
本
篇
消
息
」
、
内
題
に
「
雲
州
消
息
」
)
、
お
よ
び
、
六
条
有
房
本
(
内

^
に
「
雲
州
消
息
」
)
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
伝
本
、
な
ら
び
に
、
古
記
^
、

そ
の
他
に
お
け
る
『
雲
州
往
来
』
の
称
呼
を
調
べ
て
み
る
と
、
「
明
衡
消
息
」
、

ま
た
は
、
「
明
衡
往
来
L
 
の
よ
う
に
、
「
明
衡
」
と
の
固
有
名
詞
が
冠
せ
ら
れ
る

の
は
、
(
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
)
室
町
時
代
の
こ
と
、
そ
れ
も
手
本
系
本
文
に
始

(
3
)

ま
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
思
う
に
、
そ
の
書
題
は
「
雲
州
消
息
L

と
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
単
に
「
消
息
集
」
と
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

三

、

か
0



注
釈
作
業
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
こ
の
註
抄
の
編
者
と
『
雲

(
4
)

州
往
来
』
と
の
間
に
は
、
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
る
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
山
崎
氏
は
、
註
抄
が
、
藤
原
敦
光
・
茂
明
と
い
う
式
家
の
特

定
学
者
の
「
説
」
を
引
き
、
『
本
朝
文
粋
』
を
長
文
引
用
し
、
右
『
重
師
任
来
』

の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
本
書
は
、
式
家
ゆ
か
り
の
法
相

宗
(
興
福
寺
)
の
学
侶
に
ょ
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『
玉
云
州
往
来
』
が
、
こ
う
し
た
早
い
時
期
に
こ
う
し
た
形
で
利
用
さ
れ
た
例

は
、
他
に
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
『
雲
州
往
来
』
と
そ
の
編
者
と
は
、
何
か
の
縁

で
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
雲
州
往
来
』
の
成
立
事

情
に
も
関
わ
る
問
題
で
も
あ
る
。
後
に
改
め
て
考
察
し
て
み
た
い
。

⇔
壗
嚢
紗
・
塵
添
壗
嚢
紗

『
堵
嚢
紗
』
は
、
真
言
宗
観
勝
寺
の
行
誉
に
ょ
り
、
文
安
二
年
(
一
四
四
五
)

か
ら
同
三
年
五
月
二
十
五
日
に
か
け
て
撰
述
さ
れ
た
類
書
で
あ
る
(
項
目
五
三

六
ケ
条
)
。
古
写
本
は
七
巻
、
正
保
三
年
(
一
六
四
六
)
刊
本
は
十
五
巻
か
ら
成

る
。
『
塵
添
壗
嚢
紗
』
は
、
天
文
元
年
(
一
五
三
二
)
、
僧
某
が
『
壗
嚢
紗
』
に

『
塵
袋
』
か
ら
抜
萃
し
た
二
0
一
ケ
条
を
加
え
て
二
十
巻
(
七
三
七
ケ
条
)
と

な
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
『
明
衡
往
来
(
雲
州
往
来
)
』
『
庭
訓
往
来
』
『
奥
儀
抄
』
な
ど
の
引

用
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
一
馬
博
士
著
『
古
辞
書
の
研
究
』
(
六
六
九

頁
)
に
御
指
摘
が
あ
る
。
今
、
『
壗
嚢
紗
』
は
正
保
三
年
刊
本
に
ょ
り
、
『
塵
添

壗
嚢
紗
』
は
無
刊
記
整
板
本
(
佐
竹
昭
広
氏
蔵
本
、
正
保
三
年
か
ら
寛
文
頃

一
六
五
O
S
 
一
六
六
0
の
間
)
に
ょ
れ
ば
、
『
明
衡
往
来
』
は
三
ケ
所
に
引
用
さ

(
5
)

れ
て
い
る
。

^
明
衡
往
来
二
泛
二
羽
學
ト
ア
ル
ハ
何
事
ソ

①

ル

ノ

是
酒
1
器
名
也
羽
ト
ハ
鳥
也
觴
サ
カ
ツ
キ
也
礼
1
記
ニ
モ
提
爾
芦

ヲ

ノ

蟹
之
行
専
蓮
二
胸
1
史
ト
ヨ
メ
リ
。
(
略
)
(
壗
嚢
紗
、
巻
一
、
闘
ウ
)

『
塵
添
壗
嚢
紗
』
の
方
に
も
、
ほ
ぽ
同
文
が
あ
る
(
巻
三
、
 
4
オ
)
。
『
塵
袋
』

に
は
み
ぇ
な
い
。

ウ
カ
ヘ
ン
ヲ
ク
事
ト
ケ
イ
チ

「
泛
羽
觴
L
に
つ
き
、
、
永
正
二
年
本
に
「
何
必
泛
羽
觴
一
猶
宜
 
0
 
禳
除
一
也
」

γ
モ
ウ
カ
ヘ
ン

ヲ

ソ

(
巻
下
、
第
三
状
)
と
あ
る
。
享
禄
二
年
本
に
も
「
何
必
泛
二
羽
觴
猶
・
:
」

(
巻
屯
錨
オ
9
・
W
)
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
応
二
年
本
奥
書
本
で
は

「

可

γ
ヤ
ウ
ヲ

ウ
カ

ウ

ン
モ

必
不
泛
二
羽
1
 
觴
一
猶
・
:
」
(
巻
屯
釘
ウ
)
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
寛
永
十
九

ソ
シ
ト
モ
ヲ
ク
ヲ

年
刊
本
で
は
"
何
如
不
二
羽
1
觴
翻
醐
猶
島
0
事
解
除
一
L
(
巻
モ
 
U
オ
)
、
寛

な
ん
ぞ
も
し
さ
れ
は
う
楽

し
や
う
せ

玲

文
頃
刊
本
に
も
「
何
如
不
二
羽
1
 
觴
一
猶
・
:
L
(
旧
松
岡
文
庫
本
、
巻
下
、

オ
、
"
印
に
朱
筆
「
盃
也
」
)
、
群
書
類
従
本
で
は
「
何
如
不
"
泛
二
羽
觴
一
:
・
L
(
巻

中
、
ハ
'
へ
第
四
六
条
)
と
あ
る
。

0

寛
永
十
九
年
刊
本
の
類
を
除
け
ば
、
「
泛
羽
觴
L
 
は
ど
れ
に
も
み
ら
れ
る
。

メ
イ
ゴ
(
マ
マ
)
テ
ウ

タ
ン

^
韶
蝿
ト
ハ
0
 
冠
之
名
歎
又
眼
衡
一
一
0
詔
1
蝿
七

②

＼

0

ノ

セ
ミ

1
葉
ノ
家
卜
云
ハ
0
何
事
ソ
0
常
ニ
ハ
0
蝉
ハ
0
セ
ン
音
ナ
ル
ヲ
0
タ

、ノ

セ
ミ

ン
ト
云
ハ
0
若
1
誤
り
ナ
ル
歎
。
本
ヨ
リ
 
0
蝉
ニ
ハ
 
0
 
セ
ン
タ
ン
ノ
両

＼

、

ノ

ノ

音
侍
リ
。
只
セ
ン
ノ
音
ノ
ミ
ト
0
不
"
可
"
思
フ
然
共
詔
蝉
ノ
時
ハ

0

必
ズ
 
0
 
タ
ン
ト
ヨ
ム
ヘ
キ
也
。
(
下
略
)
(
壗
嚢
紗
、
巻
五
、
ロ
オ
)

メ
イ
ガ
ウ

テ
ウ
タ
ン

『
塵
添
堵
嚢
紗
』
の
方
に
も
同
文
が
あ
る
令
詔
蝉
」
,
明
衡
L
 
と
の
付
訓
あ

り
。
巻
七
、
器
ウ
)
。
『
塵
袋
』
に
は
み
ぇ
な
い
。

語
句
そ
の
も
の
は
、
二
巻
本
系
の
永
正
二
年
本
に
「
詔
蝉
七
葉
之
声
(
巻

デ
ウ

イ
エ

セ
ン

ノ

6

下
、
第
六
状
)
、
寛
永
十
九
年
刊
本
に
「
詔
1
蝉
七
1
葉
之
家
」
(
巻
下
、

2

テ
ウ
セ
ン
ノ

ウ
)
、
三
巻
本
系
の
享
禄
二
年
本
に
「
詔
0
(
平
)
蝿
0
(
平
)
七
葉
之
家
」
(
巻
中
、
釦
ウ

ニ
ニ



4
)
の
よ
う
に
し
て
み
ぇ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
「
詔
蝉
」
と
読
む
伝
本

は
、
未
だ
管
見
に
入
ら
な
い
。

メ
イ
コ
ノ
ワ
ウ
ラ
イ
ク
ハ
カ

^
明
衡
往
来
二
馬
ヲ
指
テ
果
下
ノ
類
卜
云
ハ
0
何
事
ソ

＼

3

ノ

ク
ハ
カ

マ

果
下
ト
ハ
0
小
馬
ノ
異
名
也
。
其
ノ
長
ケ
三
尺
也
。
仍
テ
是
二
乗
テ
ハ

テ
イ
シ
ス
キ

0
果
子
低
枝
ノ
下
ヲ
モ
過
ツ
ベ
シ
。
故
二
果
下
卜
云
卜
云
云
0
 
(
壗
嚢
鋤

巻
七
、
 
6
ウ
)

メ
イ
カ
ウ
ノ
ワ
ウ
ラ
イ

『
塵
淫
血
嚢
紗
』
の
方
に
も
同
文
が
あ
る
(
「
明
衡
ノ
任
来
二
L
 
と
の
付
訓
あ

り
。
巻
十
、
紅
ウ
)
。
『
塵
袋
』
に
は
み
ぇ
な
い
。

こ
の
語
句
も
、
二
巻
本
・
三
巻
本
双
方
に
み
ぇ
て
い
る
。
例
え
ば
、
、
永
正
二

年
本
に
「
但
果
下
之
類
L
(
巻
下
、
第
一
状
)
、
享
禄
二
年
本
に
「
但
 
0
 
果
(
上
)
1

タ
ク
ヒ

ノ下
之
類
歎
」
(
巻
下
、
弱
ウ
8
、
左
傍
に
「
タ
ケ
ミ
シ
カ
キ
馬
也
L
)
と
あ
る
。

前
者
に
は
「
歎
」
字
を
欠
く
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
特
別
の
事
情
が
あ
る
。
寛

永
十
九
年
刊
本
に
は
「
但
果
1
下
之
類
歎
」
の
次
に
「
果
下
ハ
小
馬
ナ
リ
也
/
馬
高

三
尺
」
と
の
割
注
が
あ
る
が
(
巻
下
、
鈴
オ
)
、
右
と
の
関
わ
り
は
な
い
よ
う
で

(
7
)

あ
る
。
も
と
も
と
は
、
『
魏
皇
白
』
「
鳥
丸
鮮
卑
東
夷
伝
」
の
宋
裴
松
之
集
註
に
出

る
も
の
の
よ
う
だ
が
、
『
元
和
本
下
学
集
』
『
文
明
本
節
用
集
』
『
塵
芥
』
な
ど

に
、
よ
り
近
し
い
注
文
が
み
ぇ
て
い
る
。

『
明
衡
往
来
』
が
引
用
さ
れ
、
ま
た
ゞ
言
及
さ
れ
て
い
る
条
は
右
の
と
お
り

で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
伝
本
に
ょ
る
も
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ

ら
に
探
索
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
当
時
「
明
衡
往
来
」
と
い
う
書
題
1

小
ノ
な
く
と
も
、
そ
う
し
た
称
呼
が
行
わ
れ
る
ー
の
伝
本
が
存
在
し
た
こ
と
、

ま
た
、
そ
の
語
句
が
被
注
事
項
(
素
問
・
繼
問
)
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に

つ
い
て
は
注
意
さ
れ
て
ょ
か
ろ
う
。

国
妙
奪
蔵
い
ろ
は
字

本
書
は
、
妙
本
寺
の
日
我
の
手
に
ょ
り
、
天
文
二
十
三
年
(
一
五
五
四
)
二

月
か
ら
永
禄
二
年
(
一
五
五
九
)
十
二
月
十
日
に
か
け
て
編
集
清
書
さ
れ
た

イ
ロ
ハ
引
の
国
語
辞
書
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
「
明
衡
往
来
L
 
と
い
う
書
物
が
掲

出
語
の
一
と
し
て
み
ぇ
て
い
る
。

メ
イ
カ
ウ
ノ
ワ
ウ
ラ
イ

衡
往
来
(
め
部
、
諦
ウ
)

明ア
キ
ヒ
ラ

二
字
翻
ご
忌
子
熟
語
に
続
く
四
字
詣
の
中
に
み
ぇ
る
も
の
だ
が
、
特
別

の
扱
い
方
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
う
部
に
「
寺
一
師
任
来
(
雲
州
消
息
)
」
の

掲
出
語
は
み
ぇ
な
い
。

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
形
態
の
も
の
で
あ
っ
た
か
明
か
で
な
い
が
、
当
時
、

同
^
白
は
こ
の
よ
う
に
^
^
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
^

書
に
一
般
語
章
と
と
も
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
同
書
は
、
読

本
と
し
て
、
ま
た
、
手
本
と
し
て
、
か
な
り
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
も
の
の
よ

う
に
推
測
さ
れ
る
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
元
亀
二
年
(
一
五
七
こ
写
本
に
、
次
の
よ
う
に

(
8
)

み
ぇ
る
こ
と
に
つ
い
て
安
田
章
氏
の
御
指
摘
が
あ
る
。

ク
ツ
カ
タ

鴫
尾
凝
薪
.

(
二
、
訟
ウ
ー
)
(
「
明
衡
往
来
」
に
朱
引
き
)

静
嘉
堂
文
庫
本
に
も
同
様
に
み
ぇ
て
い
る
。
「
明
衡
往
来
L
 
と
の
書
題
は
、
そ

の
編
纂
時
天
文
十
七
年
(
一
五
四
八
)
に
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し

か
し
、
安
田
氏
は
、
こ
れ
は
『
日
本
教
科
書
大
系
』
所
収
の
本
文
に
見
出
せ
な

か
っ
た
と
さ
れ
、
筆
者
も
、
一
早
禄
二
年
本
(
「
索
引
篇
」
)
に
検
出
で
き
な
か
っ

一
四

テ
ウ
タ
ン

四
運
歩
色
葉
集



た
。
同
写
本
に
は
「
座
敷
L
 
の
語
も
み
ぇ
な
い
。
右
は
、
出
典
を
取
り
違
え
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

国
庭
訓
往
来
諸
抄
大
成
扶
翼

(
9
)

本
書
は
、
安
永
三
年
(
一
七
七
四
)
六
月
朔
日
、
伊
勢
貞
丈
の
撰
述
に
な
る

『
庭
訓
往
来
』
の
注
釈
書
で
あ
り
、
室
町
後
期
の
撰
か
と
さ
れ
る
『
庭
訓
往
来

註
』
(
一
巻
)
、
お
よ
び
、
そ
の
系
統
下
の
『
庭
訓
往
来
諺
解
大
成
』
(
五
巻
元

禄
十
五
年
△
七
0
二
>
、
『
庭
訓
往
来
諸
抄
大
成
』
(
四
巻
宝
永
三
年
△
七

0
六
>
は
こ
の
改
題
・
再
板
本
)
の
注
釈
に
増
補
・
修
訂
を
加
え
て
成
っ
た
も

(
W
)

の
と
さ
れ
る
。

そ
の
序
文
に
、
「
貞
丈
按
庭
訓
往
来
は
、
菅
家
の
十
二
月
往
来
、
後
京
極
殿

の
新
十
二
月
往
来
藤
原
明
衡
の
明
衡
往
来
、
等
の
體
を
摸
し
て
作
れ
る
者
也
。

又
、
後
成
恩
寺
殿
の
尺
素
往
来
は
、
庭
訓
を
摸
し
て
書
し
め
た
ま
ひ
し
な
る
べ

し
。
」
云
々
と
み
ぇ
、
ま
た
、
そ
の
「
四
月
五
日
文
之
内
L
 
(
四
月
往
状
)
か
ら

(
Ⅱ
)

「
猿
楽
」
と
い
う
語
を
取
り
出
し
、
こ
れ
に
注
釈
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

猿
楽
貞
丈
云
、
猿
楽
は
散
楽
の
転
語
也
。
江
家
次
第
の
標
註
貝
散
楽

は
猿
楽
也
。
明
衡
往
来
の
注
云
。
散
楽
者
猿
楽
也
。
(
下
略
)

「
明
衡
往
来
の
注
云
:
・
:
・
」
の
一
文
は
、
先
行
の
二
注
釈
圭
白
に
み
ぇ
な
い
。

貞
丈
の
手
に
ょ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
猿
楽
L
 
は
、
群
書
類
従
本
の
場
貪
次
の
よ
う
に
み
ぇ
る
。

又
有
二
散
楽
之
態
一
仮
成
二
夫
婦
之
体
一
学
二
衰
翁
一
為
"
夫
摸
二
姥
女
一
為
"

婦
(
巻
上
、
一
九
、
第
一
 
0
条
)

貞
丈
の
引
用
は
、
次
の
よ
う
な
割
注
を
も
つ
二
巻
本
系
本
文
に
ょ
る
。

又
有
散
楽
雜
峠
之
態
璽
憲
本
巻
上
、
 
B
之

こ
れ
と
同
一
形
態
の
伝
本
に
、
寛
永
十
九
年
(
一
六
四
己
刊
本
(
西
村
又

左
衛
門
梓
)
、
そ
の
後
刷
り
刊
本
(
中
川
茂
兵
衛
梓
)
、
文
政
九
年
(
一
八
一
エ
ハ
)

刊
本
(
北
村
曹
七
梓
)
、
そ
の
他
が
あ
る
。
寛
永
十
九
年
刊
本
は
今
日
に
も
比

較
的
多
く
伝
存
し
て
い
る
。
貞
丈
も
こ
れ
を
用
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

因
六
部
類
語

静
嘉
堂
文
庫
(
松
井
文
庫
)
に
紀
州
古
学
館
の
編
に
な
る
「
六
部
類
語

完
」
と
書
題
す
る
写
本
一
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
(
五
0
九
函
一
 
0
架
、
二
0

七
六
0
番
)
。
縦
二
六
・
一
セ
ン
チ
、
横
一
八
・
一
モ
ン
チ
で
、
題
筌
・
奥
書
は

な
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
江
戸
末
期
前
後
の
編
著
で
あ
ろ

う
か
。
柱
に
「
古
学
館
L
 
と
刷
っ
た
原
稿
用
篝
(
一
面
一
一
行
、
天
四
・
六
セ

ン
チ
、
地
一
・
七
セ
ン
チ
、
界
高
一
九
・
七
セ
ン
チ
、
界
巾
一
・
ニ
セ
ン
チ
)

を
用
い
て
筆
写
し
た
も
の
で
、
ま
ま
、
傍
訓
も
み
ぇ
る
。
首
部
に
、
「
紀
伊
国
古

(
2
)
(
玲
)

学
館
之
印
」
「
松
阪
学
問
那
な
ど
の
朱
印
が
あ
り
(
但
し
、
抹
消
)
、
「
松
井
蔵
声

の
印
が
あ
る
。

本
書
は
、
「
明
衡
往
来
尺
素
往
来
禁
秘
抄
天
暦
御
記
後
鳥
羽
院
農
記

正
和
旋
記
」
の
六
書
か
ら
要
語
句
を
抜
き
出
し
、
こ
れ
を
イ
ロ
ハ
順
に
分
類

.

配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
配
列
さ
れ
た
語
句
に
は
、
出
典
と
そ
の
丁
数
と
が
記

入
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
引
く
。

イ
ノ
部

稲
荷
社

稲
荷
祭

『
明
衡
往
来
』

祭
L
 
と
の
語
は
一

後
鳥
十
六
オ
十
六
ウ

明
上
ハ
オ
九
オ

の
永
正
二
年
本
、
一
早
禄
二
年
本
、
そ
の
他
に
お
い
て
、
「
稲
荷

一
ケ
所
に
し
か
出
て
こ
な
い
。
そ
れ
ら
の
所
在
が
「
上
ハ
オ

一
五



九
オ
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
群
書
類
従
本
を
お
い
て
他
に
は
な
い
。

群
書
類
従
本
の
内
題
・
尾
題
は
、
巻
上
の
本
・
末
以
下
、
す
べ
て
「
雲
州
消

息
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
本
書
を
指
し
て
「
明
衡
往
来
L
 
と

い
う
の
は
、
中
世
以
降
に
行
わ
れ
て
い
た
通
称
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
他
な

ら
ぬ
群
書
類
従
本
の
奥
書
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
事
情
が
窺
え
る
よ
う
で
あ

る
0

本
書
は
、
イ
ロ
ハ
引
の
語
句
索
引
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
六
書
の

撰
択
さ
れ
た
理
由
、
ま
た
、
語
句
収
集
の
規
準
ひ
い
て
は
、
本
書
の
撰
述
目

的
な
ど
に
つ
い
て
は
未
勘
で
あ
る
。
『
国
書
総
目
録
』
第
八
巻
(
昭
和
四
十
七
年

二
月
、
岩
波
書
店
)
、
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
第
二
巻
(
平
成
二
年
四
月
、
岩
波

書
店
)
に
は
本
書
の
掲
出
が
み
ら
れ
な
い
。

「
紀
伊
国
古
学
館
之
印
」
「
松
阪
学
問
所
」
の
蔵
書
印
は
、
過
般
の
古
書
目
録

に
掲
げ
る
『
重
刊
古
本
広
韻
』
(
官
版
天
保
二
年
△
八
三
一
>
刊
、
大
本
、

(
N
)

五
冊
)
に
も
み
ぇ
て
い
る
。
探
索
す
れ
ば
、
さ
ら
に
検
出
さ
れ
よ
う
。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

W
、
『
雲
州
往
来
(
明
衡
往
来
)
』
は
、
中
世
・
近
世
に
お
け
る
注
釈
書
・
類

書
・
国
語
辞
書
な
ど
に
引
用
さ
れ
、
そ
の
語
句
や
書
題
は
語
釈
の
対
象
と

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

⑬
、
身
延
文
庫
蔵
『
和
漢
朗
詠
註
抄
』
に
ょ
れ
ば
、
本
書
は
、
既
に
、
院
政

末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
頃
、
注
釈
の
典
拠
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
知

ら
れ
る
。
そ
の
書
題
は
、
「
雲
州
消
息
」
、
あ
る
い
は
、
単
に
「
消
息
集
L

と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
但
し
、
こ
の
註
抄
の
編
者
と
『
雲
州
往

来
』
と
は
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
雲
州
往
来
』

の
撰
述
者
(
一
者
者
)
、
ま
た
、
成
立
年
代
に
つ
い
て
再
考
し
て
み
る
こ
と
も

必
要
で
あ
ろ
う
。

十
五
世
紀
以
後
諸
書
に
み
ぇ
る
書
題
(
あ
る
い
は
、
称
呼
)
は
、
み

＼
、

レ

(
メ
イ
カ
ウ
ノ
ワ
ウ
ラ
イ
)

「
明
衡
往
来
L

と
な
っ
て
い
る
。

な
、

⇔
、
諸
書
に
『
雲
州
往
来
』
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
文
章
家
と

し
て
著
名
な
藤
原
明
衡
の
手
に
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

(
亜

な
お
、
上
田
万
年
・
橋
本
進
吉
著
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
に
ょ
れ
ば
、
そ

の
印
度
本
系
の
弘
治
二
年
(
一
五
五
六
)
本
、
永
禄
十
一
年
(
一
五
ハ
さ
本
、

お
よ
び
、
、
永
禄
二
年
(
一
五
五
九
)
本
の
類
に
は
、
諸
書
に
ま
じ
っ
て
『
明
衡

往
来
』
『
新
猿
楽
記
』
『
尺
素
往
来
』
『
庭
訓
往
来
』
等
の
引
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

一
六

五
近
世
に
お
け
る
出
版
情
況

享
受
史
を
考
察
す
る
一
環
と
し
て
、
近
世
に
お
け
る
『
爲
往
来
(
明
衡
往

来
)
』
の
出
版
情
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
本
来
な
ら
ば
、
こ
れ
に
先
立
ち
、

近
世
に
お
け
る
出
版
情
況
の
全
体
に
つ
い
て
、
ま
た
、
近
世
学
習
書
籍
類
の
刊

行
情
況
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
全
体
的
な
問
題
に

(
M
)

つ
い
て
は
先
学
の
御
研
究
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
『
爲
往
来
』
に
限
っ
て

考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

江
戸
時
代
か
ら
す
れ
ば
、
平
安
時
代
は
遠
く
、
大
き
く
隔
っ
た
過
去
の
世
界

で
あ
る
。
社
会
も
制
度
も
、
文
化
も
思
潮
も
多
分
に
相
異
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
時
代
に
お
い
て
、
『
雲
州
往
来
』
が
出
^
さ
れ
た
の
は
如
何
な
る
^
情
に
ょ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
 
W
、
出
版
さ
れ
た
『
雲
州
往
来
』
に
は
、
ど
の
よ
う



な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
⑰
、
そ
も
そ
も
、
本
書
は
、
な
ぜ
出
版
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
商
業
主
義
に
お
け
る
位
置
付
け
は
、
ど
う
な
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ω
、
本
書
の
何
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
、

国
、
出
版
に
際
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ー

等
々
。
以
下
に
は
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

具
体
的
な
検
討
方
法
と
し
て
は
二
様
が
あ
ろ
う
。
そ
の
一
は
、
当
時
の
出
版

.

販
売
の
目
録
類
や
宣
伝
文
を
集
め
、
こ
れ
を
検
討
す
る
方
法
で
あ
り
、
他
の
一

は
、
出
版
さ
れ
た
実
物
を
集
め
、
こ
れ
を
整
理
す
る
方
法
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
き
、
既
に
時
を
経
た
今
日
に
お
い
て
、
資
料
収
集
に
完
壁
を
期
す
こ
と
は

難
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
大
凡
の
と
こ
ろ
は
求
め
乍
侍
る
で
あ
ろ
う
。

一
出
版
・
販
売
目
録
、
お
よ
び
、
近
刊
書
目

近
世
に
お
け
る
出
版
書
籍
目
録
に
つ
ミ
斯
道
文
庫
編
『
瑩
凹
林
出
版
書
籍

目
録
集
虜
』
に
ょ
れ
ば
、
『
雲
州
往
来
(
明
衡
往
来
)
』
は
、
左
記
の
よ
う
な
目

録
に
、
次
の
よ
う
に
し
て
み
ぇ
て
い
る
(
/
印
は
原
本
に
改
行
)
。

A
 
鄭
書
籍
目
録
寛
文
無
刊
記
、
同
六
年
(
一
六
六
さ
頃
刊
、
一
冊

「
叱
明
衡
往
来
/
確
同
仮
名
付
」
(
「
往
来
物
井
手
本
」
の
部
)

B
 
挑
書
籍
目
録
箪
二
巻
寛
文
十
年
(
一
六
七
0
)
、
京
都
西
村
又

左
衛
門
・
江
戸
西
村
又
左
衛
門
刊
、
二
冊

「
叱
明
衡
往
来
/
形
同
ひ
ら
か
な
付
」
(
「
往
来
」
の
部
)

C
 
挑
書
籍
目
録
寛
文
十
一
年
、
京
都
山
田
市
郎
兵
衛
刊
、
一
冊

"
明
衡
往
来
二
/
同
ひ
ら
か
な
付
三
」
(
「
往
来
L
 
の
部
)

[
1
]
出
版
圭
暴
目
録

枯
書
籍
題
林
二
巻
毛
利
文
八
編
延
保
三
年
(
一
六
七
五
)
、

D

京
都
毛
利
文
八
刊
、
二
冊

「
二
明
衡
往
来
/
三
同
ひ
ら
か
な
付
」
(
「
往
来
L
 
の
部
)

敵
広
益
書
籍
目
録
三
巻
[
延
保
三
年
刊
]
貞
享
二
年
(
一
六
八

E

五
)
修
正
、
京
都
西
村
市
良
右
衛
門
等
四
名
刊
、

三
冊

「
二
明
衡
往
来
/
三
同
ひ
ら
か
な
付
」
令
往
来
」
の
部
)

血
書
籍
目
録
五
巻
元
禄
五
年
(
一
六
九
二
)
、
京
都
永
田
調
兵

F

衛
等
四
名
刊
、
五
冊

「
二
明
衡
往
来
/
三
同
平
か
な
付
」
(
「
往
来
」
の
部
)

新
版
増
補
書
籍
目
録
箪
元
禄
十
二
年
(
一
六
九
九
)
、
京
都
永

G

田
調
兵
衛
等
三
名
刊
、
五
冊

「
二
明
衡
往
来
/
三
同
ひ
ら
か
な
付
L
(
「
往
来
」
の
部
)

延
宝
三
年
、
(
江
戸
)
、
三
冊

新
増
書
籍
目
録
三
巻

H

「
二
明
衡
往
来
/
三
同
仮
名
付
L
(
「
め
儒
声
の
部
)

天
和
元
年
(
一
六
八

書
籍
目
録
大
全
三
巻
山
田
喜
兵
衛
編

1

こ
、
江
戸
山
田
喜
兵
衛
刊
、
三
冊

「
二
明
衡
往
来
弐
匁
五
分
/
三
同
仮
名
付
三
匁
五
分
」

(
「
め
儒
圭
白
」
の
部
)

艶
書
籍
目
録
大
全
六
巻
元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)
、
河
内
屋
喜

J

兵
衛
刊
、
六
冊

メ
イ
カ
ウ
(
?
)

「
仁
さ
t
や
明
衡
往
来
一
匁
六
分
/
嘩
同
仮
名
二
匁
一
分
L
(
「
め
儒

室
白
」
の
部
)

艶
書
籍
目
録
大
全
六
巻
元
禄
九
年
刊
、
宝
永
六
年
(
一
七
0

K

一
七



九
)
増
修
、
丸
屋
源
兵
衛
刊
、
六
冊

メ
イ
カ
ウ
(
?
)

「
仁
さ
う
し
や
明
衡
往
来
二
匁
二
分
/
尾
同
仮
名
三
匁
五
分
L
(
「
め
儒

声
の
部
)

L
 
説
書
籍
目
録
大
全
六
巻
元
禄
九
年
刊
、
正
徳
五
年
(
一
七
一

五
)
修
、
丸
屋
源
兵
衛
刊
、
六
冊

メ
イ
カ
ウ

「
仁
さ
う
し
や
明
衡
往
来
二
匁
二
分
/
座
同
仮
名
三
匁
五
分
」
(
「
め
儒

声
の
部
)

次
の
目
録
に
は
所
掲
が
な
い
。

M
 
籍
書
籍
目
録
四
巻
文
照
軒
柴
橋
編
亨
保
十
四
年
(
一
七
二

九
)
、
京
都
永
田
調
兵
衛
刊
、
四
冊

N
 
蹄
書
籍
目
録
三
巻
文
照
軒
柴
橋
編
宝
暦
四
年
(
一
七
五

四
)
、
京
都
永
田
翌
衛
刊
、
三
冊

0
 
獣
書
籍
目
録
三
巻
博
古
堂
南
總
編
明
和
九
年
(
一
七
七

二
)
、
京
都
武
村
新
兵
衛
刊
、
三
冊

『
雲
州
往
来
』
は
、
 
A
か
ら
G
に
お
い
て
は
「
往
来
物
并
手
本
L
「
往
来
」
の

部
に
掲
出
さ
れ
、
 
H
か
ら
し
に
お
い
て
は
「
め
儒
圭
白
」
の
部
に
掲
出
さ
れ
て
い

る
。
 
G
以
前
は
、
上
方
の
編
集
に
な
る
部
門
別
分
類
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

H
は
、
書
名
の
か
な
別
分
類
と
い
う
新
機
軸
を
採
用
し
た
江
戸
側
の
手
に
な
る

も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
「
儒
毒
国
」
と
は
、
儒
・
医
・
仮
名
・
仏
と
い
う
四
門
の

一
で
、
主
と
し
て
広
義
の
漢
籍
類
を
包
摂
す
る
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
入
っ
て
後
寛
永
初
年
(
一
六
二
四
)
か
ら
元
禄
末
年
(
一
七

9
己
に
至
る
八
十
年
間
に
は
、
古
往
来
が
続
々
と
板
行
さ
れ
、
普
及
し
た
。

こ
れ
は
初
歩
教
育
上
の
実
際
の
必
要
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代

も
半
ば
に
入
っ
た
M
・
 
N
 
・
 
0
な
ど
に
は
「
雲
州
往
来
L
「
明
衡
往
来
L
 
の
名
は

み
ぇ
な
い
。
こ
れ
は
、
本
書
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
出
版
書
目
全
体
に
関
わ
る

も
の
の
よ
う
で
、
石
川
博
士
は
A
し
か
し
享
保
期
§
の
S
)
に
な
る
と
、
初

等
教
育
の
方
針
に
大
き
な
変
革
が
あ
っ
た
ら
し
く
て
、
そ
れ
以
後
の
市
販
の
書

籍
目
録
に
は
、
古
往
来
の
姿
が
消
え
て
、
わ
ず
か
に
『
庭
訓
往
来
』
た
だ
一

K

(
N
)

゛
)
、

名
残
を
と
ど
め
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
古
往
来
消
失

力の
こ
う
し
た
情
勢
L
 
は
、
小
松
茂
美
博
士
の
整
理
さ
れ
た
「
江
戸
時
代
手
習
手

(
四
)

本
刊
行
一
覧
」
に
ょ
っ
て
も
容
易
に
認
め
ら
れ
よ
う
。

も
っ
と
も
、
市
販
の
書
籍
目
録
に
ょ
っ
て
窺
え
る
と
こ
ろ
は
、
市
井
の
実
態

そ
の
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
書
籍
目
録
は
、
先
行
す
る
目

録
を
踏
襲
し
て
成
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
如
何
に
も
大
き
な
変
革
の
よ
う
に

み
ぇ
は
す
る
。
だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
教
育
方
法
の
変
{
谷
に
と
も
な
う
古

往
来
の
衰
退
傾
向
が
続
き
、
こ
れ
が
享
保
期
あ
た
り
で
、
そ
う
し
た
目
録
類
に

形
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
『
雲
州
往
来
(
明
衡
往
来
)
』
は
、
そ
の
後
に
も
出
版
さ
れ
て
い

る
。
点
数
は
、
決
し
て
多
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
実
例
と
し
て
、
少

な
く
と
も
、
宝
暦
三
年
(
一
七
五
己
刊
本
、
安
永
十
年
(
一
七
八
こ
刊
本
、

文
政
九
年
(
一
八
一
エ
ハ
)
刊
本
天
保
二
年
(
一
八
三
こ
刊
本
、
そ
の
他
が

あ
る
。さ

て
、
右
の
書
籍
目
録
に
ょ
れ
ば
、
近
世
刊
本
と
し
て
は
次
の
二
種
が
あ
る
。

甲
明
衡
往
来
二
冊
(
目
録
 
A
S
L
)

乙
明
衡
往
来
三
冊

A
.
H
.
ー
.
J
・
K
・
L

い
ず
れ
も
書
題
は
「
明
衡
往
来
L
 
と
あ
る
。
前
者
は
、
所
掲
の
目
録
の
す
べ

B
.
C
・
D
・
E
・
F
・
G

(ロ) q)

゜仮
名
付

仮
名
ノーー、

.

八

.
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.

、、_"J

.



て
に
コ
一
冊
」
と
あ
り
、
後
者
は
、
同
様
「
三
冊
」
と
あ
る
。
前
者
に
は
A
仮

名
付
」
等
の
文
言
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
く
の
無
訓
状
態
を
意
味
す
る

と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
は
、
紛
「
仮
名
付
L
「
仮
名
L
 
と
も
⑰
「
ひ

ら
(
平
)
か
な
付
L
 
と
も
あ
る
。
と
も
に
平
仮
名
付
訓
を
、
そ
れ
も
、
総
ル
ビ

型
の
付
訓
状
態
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

前
者
甲
に
は
、
寛
永
十
九
年
刊
本
、
お
よ
び
、
そ
の
後
刷
り
本
な
ど
が
、
後

者
乙
に
は
、
寛
文
頃
刊
本
、
文
政
九
年
刊
本
、
そ
の
他
が
そ
れ
ぞ
れ
相
当
し
よ

う
。
次
節
に
は
、
実
際
に
出
版
さ
れ
、
今
日
に
伝
存
す
る
実
物
と
照
△
口
し
よ
う
。

な
お
、
「
叱
明
衡
往
来
L
 
と
の
書
目
は
、
右
の
開
板
書
籍
目
録
等
の
先
駆
的
文

献
の
東
寺
観
智
院
蔵
『
新
板
書
籍
目
録
』
万
治
二
年
(
一
六
五
九
)
、
杲
快
写

本
に
も
み
ぇ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
「
三
冊
」
本
の
方
は
み
ぇ
な
い
よ
う

⑳

で
あ
る
。
と
す
れ
ぱ
、
い
わ
ゆ
る
「
寛
文
頃
刊
本
L
 
と
は
、
そ
の
後
か
ら
寛
文

六
年
(
一
六
六
六
)
頃
ま
で
の
六
ケ
年
ほ
ど
の
間
に
、
出
版
さ
れ
、
登
場
し
た

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
同
刊
本
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

右
は
出
版
書
籍
目
録
に
お
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
他
販
売
さ
れ
た

書
物
そ
の
も
の
に
販
売
書
目
、
ま
た
、
そ
の
宣
伝
・
広
告
文
の
み
ぇ
る
こ
と
が

あ
る
。
以
下
が
そ
れ
で
あ
る
。

東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
(
時
枝
文
庫
)
『
明
衡
消
息
』
(
内
題
)
一

冊
は
、
そ
の
寛
文
頃
刊
本
の
系
統
本
(
当
用
消
息
明
衡
往
来
富
貴
大
成
)
の
一

で
、
刊
行
年
は
不
明
だ
が
、
奥
に
「
中
川
茂
兵
衛
蔵
板
」
と
あ
る
。
こ
の
刊
本

自
体
、
「
祖
師
大
乗
院
尊
円
親
王
一
方
翰
無
疑
胎
者
也
:
・
:
・
」
と
あ
る
が
、
巻
末
に

は
二
十
点
ほ
ど
の
販
売
書
目
と
そ
の
紹
介
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
末
尾
近
く
に
次

[
2
]
販
売
書
目

の
よ
う
に
み
ぇ
る
(
下
鈴
ウ
、

藤
原
明
衡
著

片
力
十
ツ
キ

コ
ジ
ソ

ン
ヨ

ソ
ウ

注
釈
入
一
冊
粧
等
ノ
故
実
ヲ
書
ス
尊
円
親
王
多
ク
御
染
筆
被
遊
候

明
衡
往
来

室
白
ニ
テ
庭
訓
/

モ
ト
ツ

キ
カ
ン

平
カ
ナ
付
一
冊
往
来
ハ
此
書
二
原
ク
実
二
和
文
ノ
亀
鑑
上
代
ノ
文
章

執
筆
ノ
便
多
カ
ル
ベ
シ
/

片
カ
ナ
ツ
キ

「
注
釈
入
一
冊
」
と
は
、
寛
永
十
九
年
刊
本
(
有
注
本
)
、
文
政
九
年
刊
本

(
同
)
の
類
、
「
平
カ
ナ
付
一
冊
」
と
は
、
寛
文
頃
刊
本
(
平
仮
名
発
ビ
本
)

の
類
、
即
ち
、
今
の
時
枝
文
庫
本
そ
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
直
前

こ
は
「
瓣
劃
庭
訓
往
来
運
冊
板
L
 
に
つ
い
て
の
宣
伝
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
右
に
も

1
ι「

尊
円
親
王
」
の
名
が
出
て
い
る
が
、
注
釈
入
り
の
方
も
そ
う
だ
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
は
文
政
九
年
・
北
村
曹
七
梓
の
如
き
を
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

先
に
は
、
「
二
冊
」
と
あ
り
、
「
三
冊
L
 
と
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
と
も
に
「
一

冊
L
 
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。

な
お
、
「
和
文
ノ
亀
鑑
L
 
の
「
和
文
L
 
と
は
、
日
本
文
を
広
く
い
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

架
蔵
の
嶺
和
漢
朗
詠
集
作
者
入
』
上
下
二
冊
は
、
天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
、
大

坂
の
柏
原
屋
清
右
衛
門
京
都
の
著
屋
宗
八
の
梓
行
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
下
冊
の
冒
頭
に
は
「
和
漢
朗
詠
集
巻
下
目
録
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
上
欄
部
に
、
次
の
よ
う
な
宣
伝
・
広
告
が
あ
る
(
句
読
点
私
意
)
。

モ
ん
ゑ
ん
し
ん
わ
う
ご
し
ん
せ
き

尊
円
親
王
御
真
跡
/

め
い
か
う
わ
う
ら
い

明
衡
往
来
全
二
冊
/

同
平
か
な
付
全
一
冊
/

一
九

九
点
目
)
。

リ
ウ
タ
ウ
ナ
ゾ
ラ
ヘ

ク
.
シ
ハ
ツ
ト
ゥ

ス
ツ
ウ

年
中
数
通
ノ
贈
答
二
准
内
外
ノ
公
事
法
度
ノ
大
事

サ
イ
シ

及
諸
方
祭
祀
ノ
行
/



此
晝
一
名
明
衡
消
息
、
又
/
ハ
雲
州
往
来
と
も
号
す
、
/
正
月
元
日

じ
う
に
ぐ
わ
つ
じ
よ
う
ぷ
ん

一
」
ん
じ
よ
う
ふ
ミ

お
ん
し
よ
う

ふ
ミ

し
よ
、
つ
け
い

あ
ん
な
い

ま
た

言
上
の
文
よ
/
り
、
十
二
月
上
聞
の
文
、
又
/
上
贅
案
内
恩
章

こ
ふ
こ
と

ふ
ミ

り
ん

'
ゆ
い
た
る
ま
で
モ
の
じ
こ
う

は
る

え

こ
と
と
う

ミ

を
請
事
/
三
日
会
の
事
等
、
春
の
文
/
よ
り
冬
に
至
迄
、
其
時
候
/
臨ぞ

う

じ
ご
う
れ
い
く
じ

し
ん
さ
い
"
つ

く
わ
げ
つ
の
ゆ
う
え
ん
し
よ
か
ん

づ
れ
り
ん
じ

お
と

え

事
恒
例
公
事
神
祭
佛
/
会
、
花
月
遊
宴
暑
寒
の
音
/
信
、
臨
時
の
贈

ま
じ
へ
せ
ぞ
く
に
ち
よ
う

た
よ
り
へ
ん
じ
ゆ
つ
ぁ
り
せ
う
モ
く

お
の
く
わ
か
ん

こ
じ

と
、
つ答

各
和
漢
/
の
故
事
を
交
世
俗
日
用
/
の
便
に
編
述
有
し
消
息
/

が
く

ひ
い
で
捻
く
が
く
た
さ
い

わ
か
ん

ふ
ミ
な
り
こ
の
さ
く
し
や
ふ
じ
ハ
ら
の
あ
き
ひ
ら

ひ
と

あ
モ
ミ

文
也
此
作
者
藤
原
明
衡
/
朝
臣
ハ
、
和
漢
の
学
に
秀
/
博
学
多
才
の
人

モ
の
工
ん
た
い

か
ん
ど
ぷ
ん
し
よ
う

お
ん
力

し
か

な
り
ゆ
へ

モ
な
へ

き
く

也
、
故
に
/
其
文
体
の
温
雅
な
る
、
然
/
も
唐
土
文
章
の
規
矩
を
/
備
、

お
の
d

か
ミ
わ
、
つ

ま
た
ふ
う
り
う
が
ぶ
ん

せ
き
ど
く

し
よ
れ
い

て
ほ
ん

な
る

自
か
ら
尺
憤
の
法
則
/
と
す
べ
く
、
亦
風
流
雅
文
/
の
書
例
と
成
上
王

こ
う
し
ミ
人
し
も
し
よ
(
マ
マ
)
か
い
た
る
つ
ね
ぎ
ゆ
う
お
い
じ
ゆ
く

憾
?
マ
)
士
/
民
よ
り
、
下
商
費
に
至
ま
/
で
、
常
に
座
な
に
於
て
熟
/

も
ん
ご
ん
お
の
づ

お
ち

に
ち
よ
う
し
よ
つ
う

じ
ゆ
う

や
ひ

し
ゆ
う

え

習
す
れ
バ
、
日
用
書
通
の
/
自
由
を
得
て
、
文
一
言
自
か
/
ら
野
郡
に
落

、
＼
、

ノ

ぶ
ん
ひ
つ

し
よ
な
り

ひ
ろ

た
モ
え
き

じ
ん

じ

た
つ

よ
、
つ

さ
と

ず
、
博
く
用
/
字
を
通
暁
し
、
文
筆
の
達
/
人
と
な
る
大
益
の
書
也
、
/

右
総
じ
て
三
十
行
で
あ
る
。
「
尊
円
親
王
御
真
跡
L
 
の
「
全
二
冊
」
本
と

文
政
九
年
刊
本
の
類
、
「
平
か
な
付
」
「
全
一
冊
」
本
と
は
、
寛
文
頃
刊
本

、

はの
類
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
者
は
、
こ
こ
で
も
「
全
一
冊
」
と
あ
る
。

版
下
に
尊
円
の
名
を
持
ち
出
し
、
「
明
衡
往
来
L
を
書
題
と
し
て
い
る
。
明
衡

の
名
を
掲
げ
る
の
は
、
や
は
り
、
そ
の
文
章
家
と
し
て
の
評
価
に
基
く
も
の
で

あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
明
衡
の
文
章
に
名
筆
を
用
い
、
豊
富
な
傍
訓
を
施
す
こ
と

に
ょ
り
、
そ
の
利
用
価
値
を
増
大
さ
せ
て
い
く
。
こ
れ
は
書
肆
の
営
業
政
策
そ

の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

架
蔵
の
嵒
款
書
札
文
海
』
一
冊
峡
江
戸
末
期
尾
張
名
古
屋
本
町
七
丁
目

の
伏
に
は
「
本
町
通
八
丁
目
」
と
み
ぇ
る
)
、
東
壁
堂
永
楽
屋
東
四
郎
お
よ

び
、
江
戸
日
本
橋
通
本
白
銀
丁
の
同
出
店
か
ら
刊
行
・
販
売
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
本
文
は
漢
字
・
平
仮
名
交
り
文
で
あ
る
。

見
返
し
に
、
「
尾
張
東
壁
堂
蔵
版
之
内
諸
先
生
真
跡
目
録
」
と
し
て
、
計
三
十

こ
の
し
よ

し
よ
う
ぐ
わ
つ
ぐ
ハ
ん
じ
つ

い
ち
め
い
め
い
か
う
せ
う
モ
く

カ
、
つ

ま
た

、
つ
ん
し
、
つ
わ
、
つ
ら
い

四
点
の
書
目
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
、
「
同
(
大
橋
)
明
衡
往
来
L
 
の
一
点

が
み
ぇ
て
い
る
。
「
諸
先
生
」
と
は
、
「
御
家
」
「
大
橋
L
「
獲
山
L
(
獲
山
周
暁
)

の
三
流
を
い
う
。

ま
た
、
三
次
図
書
館
蔵
『
各
国
産
物
往
来
全
』
一
冊
は
、
明
治
六
年
五
月
発

兌
、
「
東
壁
堂
蔵
刻
」
、
「
名
古
屋
本
町
通
八
丁
目
片
野
東
四
郎
L
 
と
あ
っ

て
、
右
と
同
じ
板
元
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
(
本
文
は
漢
字
・
平
仮
名
交
り
文

平
仮
名
付
訓
)
。
こ
れ
に
は
、
全
五
丁
に
わ
た
る
「
尾
陽
東
壁
堂
製
本
略
目
録

が
付
い
て
い
て
、
そ
の
「
手
本
物
之
部
」
の
内
に
、
「
同
矢
過
庭

上
紙
摺
薄
用
摺

)

御
好
次
笛
来
仕
候
L

し

訓
往
来
二
」
、
そ
の
他
と
と
も
に
「
同
(
大
橋
)
明
衡
往
来
一
L
 
と
み
ぇ
る
。

同
図
書
館
蔵
『
地
球
往
来
』
一
冊
は
、
明
治
六
年
六
貝
や
は
り
、
片
野
東

四
郎
の
発
売
に
な
る
も
の
だ
が
(
本
文
同
右
)
、
こ
れ
に
も
同
様
の
「
目
録
」

が

付
い
て
お
り
(
同
一
版
ら
し
い
)
、
同
書
が
同
様
に
し
て
み
ぇ
て
い
る
。

右
は
、
江
戸
後
期
(
お
よ
び
、
明
治
初
期
)
に
刊
行
さ
れ
た
大
橋
流
の
『
明

衡
往
来
』
の
宣
伝
・
広
告
で
あ
る
。
石
川
博
士
の
所
蔵
さ
れ
る
宝
暦
三
年
刊
本

に
も
「
大
橋
明
衡
往
来
L
と
あ
り
(
一
冊
本
、
後
述
)
、
先
の
『
福
地
書
店
蔀
酢
目
録
』

(
れ
)

平
成
元
年
七
月
号
に
も
こ
の
一
点
が
み
ぇ
て
い
る
。
手
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た

も
の
で
(
手
本
系
)
付
訓
は
な
い
。
関
連
し
て
み
ぇ
て
い
る
『
大
橋
庭
訓
往
来
』

(
加
木
蔵
二
冊
寛
文
辛
亥
年
刊
)
等
に
も
付
訓
は
な
い
。
「
大
橋
L
 
と
は
、
大

橋
長
左
衛
門
(
小
三
郎
)
重
政
(
元
和
四
年
△
六
一
八
>
S
寛
文
十
二
年
△

六
七
二
>
)
、
お
よ
び
、
そ
の
書
流
を
い
う
。
重
政
は
、
右
筆
重
保
(
龍
慶
)
の

息
、
寛
永
八
年
、
十
四
歳
で
幕
府
の
右
筆
と
な
り
、
同
十
一
年
右
筆
吟
味
役
と

な
っ
た
。
尊
純
法
親
王
・
松
花
堂
(
瀧
本
坊
)
昭
乗
の
門
人
で
あ
り
な
が
ら
別

に
文
徴
明
の
行
書
の
体
を
会
得
し
、
大
橋
流
と
し
て
普
及
さ
せ
た
。
『
庭
訓
往
来
』

(
詑
)

『
菅
丞
相
往
来
』
、
そ
の
他
手
本
類
の
刊
行
も
多
い
。

二
0



永
楽
屋
東
四
郎
(
片
野
氏
、
、
氷
楽
堂
東
壁
堂
東
壁
書
房
)
は
、
江
戸
後

期
(
明
和
頃
S
明
治
)
、
名
古
屋
本
町
(
ま
た
、
玉
屋
町
と
も
)
の
書
肆
で
、
諸

(
飴
)

分
野
に
わ
た
り
、
多
く
の
書
籍
を
出
版
し
て
い
る
。
『
庭
訓
往
来
』
だ
け
で
も
数

種
の
出
版
が
あ
る
。
江
戸
、
美
濃
大
垣
に
出
店
し
た
の
は
、
二
代
目
善
長
の
寛

^
頃
の
こ
と
だ
と
い
う
。

三
次
図
害
館
蔵
繍
商
売
往
来
并
官
名
』
一
冊
峡
文
政
八
年
東
部
芝
神
明

前
、
和
泉
屋
吉
兵
衛
の
梓
行
に
な
る
(
本
文
鉦
飢
)
。
一
扉
に
「
芝
泉
堂
坂
川
先
生

?
マ
)

皇
白
L
 
と
あ
り
、
奥
に
「
依
懇
望
令
禿
染
畢
/
芝
泉
堂
/
坂
川
暘
谷
書
/
芝
泉
/

堂
L
(
陽
刻
印
)
・
「
坂
川
/
暘
谷
L
(
陰
刻
印
)
」
、
ま
た
、
践
文
末
に
「
文
政
乙

酉
(
詮
二
五
)
仲
夏
/
門
人
/
枝
川
暘
州
識
(
印
略
)
」
と
あ
る
。

巻
末
に
、
「
尊
円
親
王
御
真
筆
発
行
書
目
」
と
し
て
十
二
点
の
書
目
を
掲
げ
た

後
「
青
蓮
院
宮
御
直
門
芝
泉
堂
先
生
発
行
書
目
」
と
し
て
、
「
書
札
一
冊
/

商
売
往
来
一
冊
/
:
・
・
:
」
な
ど
と
と
も
に
「
明
衡
往
来
近
刻
一
冊
」
と
み
ぇ

る
金
白
林
同
右
)
。

架
蔵
の
掘
庭
訓
往
来
』
一
冊
は
同
様
芝
泉
堂
暘
谷
の
手
本
を
用
い
た
も

の
で
、
践
文
末
に
「
文
政
戊
子
(
↓
鉾
じ
仲
冬
/
門
人
/
荒
川
暘
湊
嘉
/
屡
・

陽
刻
印
)
」
と
あ
り
、
書
肆
は
、
同
じ
く
和
泉
屋
吉
兵
衛
で
あ
る
(
若
干
の
片
仮

名
付
訓
等
あ
り
)
。
巻
末
に
は
、
右
と
同
一
の
「
青
蓮
院
宮
御
直
門
芝
泉
堂
先
生

発
行
書
目
」
が
添
え
ら
れ
、
や
は
り
、
「
明
衡
往
来
近
刻
一
冊
L
 
と
み
ぇ
る
。

三
次
図
書
館
蔵
『
江
戸
往
来
井
八
景
和
歌
』
(
外
題
・
一
匪
一
冊
は
、
内
題
に

「
自
遣
往
来
」
と
あ
る
。
和
泉
屋
吉
兵
衛
梓
。
本
文
毎
司
扉
に
「
芝
泉
堂
先

生
皇
白
」
「
東
都
書
林
泉
栄
堂
梓
」
と
あ
り
、
践
文
末
に
「
右
一
冊
者
依
書
肆
名

[
3
]
近
刊
書
目

山
閣
所
望
/
染
禿
筆
畢
/
臨
池
末
御
直
門
/
芝
泉
堂
川
暘
谷
書
/
「
貴
文
/

之
印
」
「
坂
川
/
暘
谷
」
(
陽
刻
印
)
/
天
保
甲
辰
(
詰
酢
ず
)
応
鐘
仲
浣
」
ま
た
、

「
天
保
十
五
甲
辰
年
玄
英
/
門
人
観
泉
堂
/
中
嶋
暘
陵
鳶
/
「
観
泉
/
堂
L

(
陰
刻
印
)
、
(
他
印
略
)
L
 
と
み
ぇ
る
。

本
皇
白
に
も
、
「
尊
円
親
王
:
:
:
し
の
発
行
皇
白
目
、
「
生
月
蓮
院
{
呂
・
:
・
:
」
の
発
行

書
目
が
添
え
ら
れ
、
同
様
に
「
明
衡
往
来
近
刻
一
冊
」
と
み
ぇ
て
い
る
。

島
根
大
学
教
育
学
部
国
語
学
研
究
室
蔵
『
御
家
書
札
大
成
』
一
冊
は
、
一
扉
に

「
川
龍
軒
先
生
書
L
「
東
都
書
林
泉
栄
堂
梓
」
、
奥
に
「
依
難
再
応
所
望
黙
止
令

染
毫
畢
/
川
竜
軒
/
松
明
谷
/
(
印
略
)
/
弘
化
巳
(
雇
四
五
)
孟
春
仲
浣
」
と
あ

り
、
巻
末
に
、
同
様
「
青
蓮
院
{
呂
・
:
:
・
」
の
発
行
圭
凹
目
が
あ
っ
て
、
「
明
衡
往

来
近
刻
一
冊
」
と
み
ぇ
る
。

「
芝
泉
堂
先
生
」
と
は
、
江
戸
末
期
、
御
家
流
の
書
家
と
し
て
著
名
な
坂
川

よ
う
こ
く

暘
谷
、
名
は
貴
文
、
字
は
平
学
の
こ
と
で
あ
る
。
文
化
・
文
政
、
天
保
弘
化

.

嘉
永
の
頃
、
『
庭
訓
往
来
』
以
下
の
往
来
物
、
手
本
、
教
訓
物
、
歌
集
な
ど
の
出

版
物
の
版
下
を
書
い
て
い
る
。
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
六
月
残
年
齢
不
詳
。

枝
川
暘
州
・
荒
川
暘
湊
・
中
嶋
暘
陵
は
、
そ
の
門
下
生
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

川
龍
軒
松
明
谷
と
は
、
松
暘
山
を
い
う
か
、
書
札
礼
等
の
版
下
を
書
い
て
い
る
。

板
元
の
和
泉
屋
吉
兵
衛
は
、
屋
号
を
「
泉
栄
堂
」
と
い
う
。
元
文
か
ら
文
化

.

倉
)

文
政
の
頃
江
戸
芝
神
明
前
三
島
町
に
あ
っ
た
書
肆
で
、
こ
う
し
た
往
来
物
、

入
木
晝
そ
の
他
を
売
出
し
て
い
る
。

右
に
は
、
「
^
刻
L
と
あ
る
も
の
を
あ
げ
た
。
と
も
に
能
書
家
の
手
に
な
る
「
一

冊
」
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
確
な
と
こ
ろ
、
刊
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
憾
み
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
調
査
し
た
い
。

以
上
の
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

?
3

一
三



W
、
近
世
に
お
け
る
出
版
書
籍
目
録
販
売
書
貝
近
刊
書
目
に
ょ
れ
ば
、

そ
の
書
題
は
「
明
衡
往
来
」
と
あ
る
。

⑰
、
出
版
書
籍
目
録
に
ょ
れ
ば
、
同
書
は
、
万
治
二
年
(
一
六
五
九
)
、
ま

た
、
寛
文
頃
か
ら
正
徳
五
年
(
一
七
一
五
)
ま
で
の
所
掲
が
腎
ら
れ
、

享
保
か
ら
明
和
の
も
の
に
は
所
掲
が
な
い
。
し
か
し
、
宣
伝
・
広
告
文
に

も
い
う
よ
う
に
、
そ
の
後
に
も
板
行
は
行
わ
れ
、
今
日
に
伝
存
す
る
刊
本

も
確
か
に
存
在
す
る
。

で

⑳
、

当
時
、
藤
原
明
衡
は
、
「
和
漢
の
学
に
秀
、
博
学
多
才
の
人
也
」
と
評
さ

れ
、
ま
た
、
『
明
衡
往
来
』
は
、
「
実
二
和
文
ノ
亀
鑑
、
上
代
ノ
文
章
執

筆
ノ
便
多
カ
ル
ベ
シ
L
、
「
故
に
其
文
体
の
温
雅
な
る
、
然
も
唐
士
文
章
の

ヘ

る

規
矩
を
備
自
か
ら
尺
順
の
法
則
と
す
べ
く
、
亦
風
流
雅
文
の
書
例
と
成

博
く
用
字
を
通
暁
し
、
文
筆
の
達
人
と
な
る
大
益
の
書
也
」
と
評
価

さ
れ
て
い
た
。

⇔
、
販
売
書
貝
近
刊
書
目
に
お
い
て
は
、
名
筆
家
・
能
書
家
の
手
跡
が
用

い
ら
れ
、
こ
れ
も
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

困
、
『
明
衡
往
来
』
の
冊
数
に
つ
き
、
右
に
み
ぇ
る
と
こ
ろ
を
順
に
列
挙
す
れ

ぱ
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

二
冊
本
(
平
仮
名
付
に
対
置
さ
れ
る
も
の
)

[
1
]
の
項

三
冊
本
(
平
仮
名
付
)

[
三
の
項
1
一
冊
本
(
近
刻
、
手
本
芝
泉
堂
筆
)

:
・
⑧

こ
の
内
③
・
⑤
は
同
一
版
ま
た
は
、
同
一
系
統
の
刊
本
で
あ
ろ
う

か
。
片
仮
名
付
、
注
釈
入
り
の
も
の
で
(
有
注
本
)
、
こ
れ
ら
と
①
と
の
差

異
は
、
尊
円
の
名
を
冠
す
る
か
否
か
に
あ
ろ
う
。
ま
た
、
②
・
④
・
⑥
は
、

①
・
③
・
⑤
の
系
統
と
は
異
な
る
張
に
あ
る
同
一
版
、
あ
る
い
は
、
同

一
系
統
の
刊
本
で
あ
ろ
う
か
。
平
仮
名
付
で
注
釈
は
な
い
(
無
注
本
)
。
こ

こ
で
、
わ
ざ
わ
ざ
「
仮
名
付
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
全
訓
付
訓
の
よ
う

な
形
態
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
(
繋
ビ
型
)
。
平
仮
名
を
用
い
た
の

は
、
こ
れ
が
庶
民
に
な
じ
み
や
す
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
間
に
お
い
て
は
、
冊
数
の
面
に
不
一
致
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
、

『
明
衡
往
来
』
の
場
貪
同
一
版
あ
る
い
は
、
同
一
系
統
の
刊
本
で
あ
っ

て
も
、
装
丁
は
必
ず
し
も
工
疋
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

こ
れ
に
加
え
、
こ
の
後
改
装
(
仕
立
て
直
し
)
の
手
が
入
る
と
す
れ
ば
、

現
存
刊
本
の
整
理
に
は
多
少
の
困
難
も
予
測
さ
れ
よ
う
。

1
以
下
、
続
稿
1

[
2
]
の
項

一
冊
本
(
片
仮
名
、
注
釈
入
り
、
尊
円
筆
)

一
冊
本
(
平
仮
名
付
、
尊
円
筆
)

二
冊
本
(
平
仮
名
付
に
対
置
さ
れ
る
も
の
、
尊
円
筆
)

一
冊
本
(
平
仮
名
付
、
尊
円
筆
)

一
冊
本
(
手
本
、
大
橋
筆
)

ニ
ニ

注
拙
稿
「
雲
州
往
来
(
明
衡
往
来
)
に
つ
い
て
の
一
考
察
■
」
、
『
教
科
教
育
研
究
論
集
』

1

(
島
根
大
学
教
育
学
部
)
、
第
四
集
、
平
成
二
年
三
月
。

拙
稿
「
(
同
右
)
⇔
L
、
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
、
第
二
十
四
巻
第
盲
弓
(
人
文
・

社
会
科
学
編
)
、
平
成
二
年
七
月
。

2
 
山
崎
誠
「
資
料
紹
介
(
身
延
文
栗
和
漢
朗
詠
註
抄
)
L
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
、
口
頭

発
表
、
昭
和
五
十
六
年
八
月
十
二
日
。
後
に
、
「
身
延
文
庫
蔵
和
漢
朗
詠
註
抄
影
印
並
に
翻
刻
」

と
し
て
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
、
第
五
輯
(
昭
和
五
十
七
年
五
月
)
に
収
め
る
。

⑦⑥⑤④③②①



3
 
注
1
文
献
、
「
一
古
写
本
、
、
「
二
古
記
録
に
お
け
る
記
事
L
。

0

4
 
つ
な
が
り
が
あ
る
た
め
に
、
そ
の
典
拠
が
「
有
消
息
云
、
と
い
っ
た
具
体
性
を
伏
せ
た

朧
化
表
現
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
う
け
ら
れ
る
。

5
 
浜
田
敦
・
他
編
『
塵
蚕
一
嚢
紗
・
堵
嚢
紗
』
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
、
臨
川
書
店
刊
に
ょ

る
0

6
 
三
保
サ
ト
子
「
雲
州
往
来
書
陵
部
蔵
本
に
つ
い
て
」
、
(
福
井
大
学
)
『
国
語
国
文
学
』
、

第
二
十
三
号
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
。

7
 
『
和
刻
本
正
史
三
国
史
(
二
)
』
、
昭
和
六
十
一
年
二
月
、
第
三
刷
、
汲
古
書
院
、
五

八
四
頁
。

『
一
^
^
^
年
運
歩
色
葉
集
』
、
昭
和
六
十
三
年
一
且
再
版
臨
川
書
店
、
「
解
題
L
。

89
 
貞
丈
、
号
安
齋
は
、
室
町
幕
府
の
政
所
執
事
の
後
奇
と
し
て
享
保
二
年
(
一
七
一
七
)

十
二
月
二
十
八
日
生
、
公
武
の
典
礼
故
実
に
通
暁
し
て
幕
府
に
仕
え
、
天
明
四
年
(
一
七

八
四
)
二
月
三
日
致
仕
、
五
月
二
十
八
日
残
。
六
十
八
歳
。

石
川
謙
編
纂
『
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
第
三
巻
古
往
来
国
』
、
昭
和
四
十
三
年

十
二
凡
講
談
社
、
一
六
九
頁
。

注
N
文
献
四
九
八
頁
ま
た
、
五
三
頁
。

11

「
紀
伊
国
古
学
館
L
 
に
つ
き
、
『
紀
州
藩
文
庫
目
録
』
(
昭
和
四
十
六
年
、
旧
和
歌
山
大

学
附
属
図
書
館
真
砂
町
分
館
刊
、
松
下
忠
教
授
解
説
)
に
ょ
れ
ば
、
第
十
三
代
藩
主
慶
福

な
か

(
第
十
四
代
将
軍
家
茂
)
と
そ
の
傅
水
野
忠
央
(
家
老
、
新
宮
藩
主
、
『
丹
鶴
叢
書
』
撰
者
)

は
、
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
、
江
戸
赤
坂
の
藩
邸
内
に
江
戸
国
学
所
(
古
学
館
)
を
ま

た
、
同
三
年
、
和
歌
山
藩
内
に
紀
伊
国
学
所
(
古
学
館
)
を
開
設
し
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、

笠
井
助
治
著
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
下
』
(
昭
和
四
十
五
年
七
月
吉

川
弘
文
館
、
九
四
一
頁
)
で
は
、
赤
坂
の
そ
れ
は
安
政
元
年
と
あ
り
、
本
居
内
遠
・
村
田

春
野
に
教
授
方
を
務
め
さ
せ
た
と
あ
る
。

B
 
「
松
阪
学
問
所
」
は
、
文
化
元
年
(
一
八
0
四
)
、
和
歌
山
藩
の
第
十
代
藩
主
治
宝
に
ょ

り
、
所
領
の
伊
勢
国
松
坂
城
外
大
手
に
設
け
ら
れ
、
本
藩
儒
官
の
一
名
が
交
替
で
出
張
し
、

専
ら
漢
学
を
教
え
た
と
さ
れ
る
(
注
口
、
笠
井
助
治
著
九
一
六
頁
)
。
後
に
学
習
館
と
称

し
た
と
い
う
が
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
0

『
琳
玻
満
目
』
、
第
三
十
記
<
喬
ぢ
、
一
九
九
一
年
九
月
、
琳
玻
閣
書
店
刊
、
M
 
三
四

U

八
頁
所
掲
六
八
0
0
0
円
。

大
正
五
年
三
月
、
昭
和
四
十
三
年
復
刻
、
勉
誠
社
、
三
三
六
S
三
三
八
頁
。

巧

石
川
謙
編
纂
『
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
第
一
巻
古
往
来
田
』
(
昭
和
四
十
三
年

M

二
貝
講
談
社
)
、
以
下
。

小
松
茂
美
著
『
日
本
書
流
全
史
(
上
)
』
、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
、
講
靴
。
そ
の
他
。

そ
の
田
S
国
、
お
よ
び
、
索
引
の
四
冊
。
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
S
同
三
十
九
年
四
月
、

Ⅱ

井
上
書
房
発
行
。

石
川
博
士
、
注
M
文
献
、
ニ
ハ
頁
。

小
松
博
士
、
注
玲
文
献
三
二
S
 
ニ
ニ
ハ
頁
。

注
Ⅱ
文
献
「
目
録
解
題
一
」
(
阿
部
隆
こ
、
三
・
三
頁
。

「
(
Z
巳
中
器
明
衡
往
来
尾
張
名
古
屋
東
壁
堂
永
楽
屋
東
四
郎
蔵
板
江
戸
後
七

五
0
0
 
(
円
)
L
(
一
三
0
頁
)
と
あ
る
。

小
松
博
士
、
注
玲
文
献
、
六
0
頁
。

井
上
和
雄
編
『
纏
^
書
賣
集
覧
』
、
大
正
五
年
九
月
、
暈
文
堂
書
店
、
昭
和
五
十
三
年
六

貝
復
刻
、
一
嘉
社
。

坂
本
宗
子
編
『
惇
^
板
元
別
書
籍
目
録
』
、
昭
和
五
十
七
年
四
貝
清
文
堂
。
そ
の
他
。

な
お
、
そ
の
屋
号
「
東
壁
堂
L
 
に
つ
き
、
井
上
氏
は
「
東
壁
堂
L
 
と
す
る
が
、
管
見
し

た
限
り
の
刊
本
で
は
、
す
べ
て
「
壁
」
字
と
な
っ
て
い
る
。

小
松
博
弌
注
玲
文
献
、
三
三
五
頁
。
三
次
図
圭
晶
編
『
往
来
本
総
目
録
』
。

二
三

12

18

10

24 23 22 21 20 19




